
 

 

2022年 8月 16日 

各  位 

株式会社福井銀行 

 

社会福祉法人すのうどろっぷさまへの 

「SDGs宣言」の策定支援について 

 

 株式会社福井銀行（頭取 長谷川 英一）は、SDGsの達成に取り組んでいる企業さまをご支援 

するため、『〈ふくぎん〉SDGs経営支援サービス』をご提供しております。 

この度、本サービスを通じて、社会福祉法人すのうどろっぷさまが「SDGs宣言」を策定されま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

【企業概要】 

発 行 企 業 名 社会福祉法人すのうどろっぷ 

所 在 地 福井県福井市和田東 1丁目 1606 

代 表 者 松井 雪路 

設 立 2022年 3月 

重 点 項 目 
    

   

※「SDGs宣言」の詳細は別紙をご参照ください。 

 

企業にとっての SDGs経営とは「事業活動を通じて社会課題を解決していくこと」です。 

SDGsへの取組みが企業イメージの向上および事業拡大やイノベーション等の新たな事業機 

会の創出につながることから、多くの企業が SDGs経営を推進しております。 

福井銀行は、地域金融機関として、地域産業の育成・発展と地域に暮らす人々の豊かな生活 

の実現に貢献するため、お客さまの SDGsへの取組みを支援してまいります。 

 

■ 該当する SDGsの目標 

 

以  上 



社会福祉法人すのうどろっぷ  

SDGs宣言 

取組事例 

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

従業員 ＝ 家族の一員 

《具体的な取組み》 

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは 

2022年8月16日 

社会福祉法人すのうどろっぷ 

理事長 松井 雪路   

従業員を家族の一員ととらえ、家族の健康と成長を見

守り、多様な働き方を尊重することで働きやすさを追

求してまいります。 

• お仕事相談員制度を設け、気軽に相談をしやす

い人間関係を構築 

• 育児休暇など各種休暇制度の充実 

• 手厚い人員配置による職員の残業時間の削減 

• 資格取得に向けた手厚い支援体制 

• 外国人実習生への言語サポートなどダイバーシ

ティ経営の促進 

地域 ＝ 我が家 

《具体的な取組み》 

地域と共に歩み、地域住民の健康な暮らしと地域の

発展・共存の実現に貢献してまいります。 

• 小学生向けの認知症劇の開催や、認知症の方

への声掛け方法などを公演し、認知症への理解

を深める地域活動を実施 

• 各種福祉団体への支援活動 

• 地元中学生の職場体験の受入れ 

• 地域の公民館を活用した元気体操などの実施 

• 災害時の避難施設として行政と協定締結 



メッセージ 

事業内容 

 
 
 
 
 
 
 
 

今後の取組みについて 

      

   

   増加する障害者数・発達障害者数に対し、減り続ける精神病院の病床と、その退院先の受け皿   

  として就労支援B型事業所、および発達障害児向けの多機能型事業所数の不足供給を行い、 

  「障がい者が自立した地域生活を送ること」「ご家族の精神的・ 

  肉体的負担を和らげ自分らしい人生を送ること」「障がい者を 

  めぐる社会問題を解決すること」を目指します。 

家族であり、家でありたい。 
 

 私たちは、ご利用者のみなさまに寛ぎのあるゆったりとした生活を

送っていただくことが一番のリハビリだと考えています。そのため、一

日の細かい時間割りをあえて設けず、ゆったりとご自身のリズムで生

活を楽しんでいただきたいと思っています。 

 

この『すのうどろっぷ』のゆったりとした暮らしの中で、私たちスタッフ

は「介護者」ではなく、利用者さんと共に暮らす「家族」だと思っていま

す。いつも暖かい雰囲気と笑顔が溢れて今日一日が楽しく、また明日

の朝が待ち遠しいと感じられる「家」でありたいと、私たちは想い願っ

ています。 

＊認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

        共同で生活しながら 日常生活の介助や機能訓練を行うサービスです。 

     少人数（5～9人程度）の方と介護職員（スタッフ）で共同生活を営みながら症状の進行を緩やかにし、 

     安定した健やかな生活を送れるようにご支援いたします。 家庭的で落ち着いた雰囲気の中で、食事の支度や掃除、 

     洗濯などの作業を共同で行います。 

 

＊小規模多機能型居宅介護 

        心身の状況やご希望を踏まえ、「通い」を中心に、 

                  「訪問」「泊まり」を組み合わせて提供するサービスです。 

     要支援・要介護と認定された方が対象です。地域の方々との交流や地域活動への参加を図りながら、 

     住み慣れた地域での自立した日常生活を営むことができるようにサポートいたします。 

      日常生活上のお世話や機能訓練を行うことにより、在宅での生活継続を支援いたします。 

理事長  松井 雪路 

地域経済への貢献 



［別 紙］ 

 

『〈ふくぎん〉SDGs経営支援サービス』について 

 

【サービス概要】 

取  扱  店 全店 

対 象 と な る 方 当行と預金取引きのある法人のお客さま 

サ ー ビ ス 内 容 

 

SDGsへの取組状況の確認と今後の対応事項の整理から、対外PR支援まで

を実施 

 

■ 取組状況の確認と今後の対応事項の整理 

 経済産業省関東経済産業局公表の「SDGsの観点で市場・社会から期待

される基本的な事項」をもとに作成したオリジナルのチェックシート

（6分野36項目）により、企業のSDGsへの取組状況を把握し、整理した

結果を専用のフィードバックシートにて還元 

 

■ 事業戦略への反映 

フィードバック結果を踏まえ、事業とSDGsの結びつきを明らかにし、

今後取り組むべき優先課題を見つけ、効果的な事業戦略に反映 

 

■ 対外支援PR 

専用のSDGs宣言を策定し、当行ホームぺージ等を通じてニュースリリ

ースを実施 

 

利 用 手 数 料 
220,000円（消費税込） 

※社内セミナーのオプションあり（価格は要相談） 

 

 

 


